


第 12 回『中和のがん撲滅を目指す会』のお知らせ 

 毎年 3月に開催しています『中和のがん撲滅を目指す会』が 12回目を迎えま

す。この会は、中和医療圏でがんが原因で亡くなる方をなくそうと、大和高田

市立病院と医師会、保健センターが協力して開催してきました。胃がん、大腸

がん、肝臓がん、乳がん、肺がんなどの 5 大がんや遺伝性のがんなど、様々な

テーマに取り組み、内外の専門家をお呼びして、皆さんにそれぞれのがんにつ

いて正しい知識を持っていただくことによって、ご自身やご家族をがんから守

ることを目指しています。 

 今回のテーマであります乳がんは、日本人の生活習慣の変化などから、年々

増加しています。年間 7万人以上の方が発症し、日本女性の 12人に１人が生涯

のうちに乳がんに罹ると推定されています。比較的若い女性に多く発症します

ので、著名人の患者も多く、皆さんにはなじみの深いがんとも言えます。一方

で数多くのがんの中でも、乳がんはサブタイプに合わせた個別化治療が最も進

んだがんで、それぞれの標的に合わせた、新しい薬が次々に開発され、治療成

績も年々飛躍的に改善しています。また女性ホルモンの影響を受けるため、閉

経を迎えているかどうかでも、治療法が変わります。さらに審美的な問題とし

て、乳房温存手術の確立に続いて、乳房再建手術も一般的な治療になりました。

そのため術前治療を行うべきか？手術先行か？手術を補う補助治療にはどの薬

が最適か？また乳房温存手術が可能か？乳房切除および乳房再建術を行うのが

望ましいか？等、症例毎に治療方針が異なります。このように非常に複雑な問

題がたくさんあり、乳がんの治療方針を決めるためには、医師と患者がお互い

を十分理解し合う必要があります。 

また乳房は体の表面にあって、自己検診が可能な、数少ないがんです。早期

発見の意義を理解し、ぜひとも自己検診を定期的に行っていただきたいと思い

ます。今回、自己検診の方法を知っていただくために、専門家による特別講演

を準備しました。 

本会は、2017 年 3 月 4 日の土曜日に、さざんかホールで開催致します。ぜひ

ともご参加いただき、乳がんを正しく理解して、ご自分とご家族を乳がんから

お守りください。 

              大和高田市立病院院長 岡村隆仁 
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